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第111回

九
重
町
を
走
っ
た
も
う
一
つ
の
鉄
道野

上
公
民
館
主
事　
伊
東 

雄
太

　

九
重
町
に
は
、
町
を
横
断
す

る
よ
う
に
久
大
本
線
が
通
っ
て

お
り
、
現
在
で
も
多
く
の
方
々

の
足
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町

内
に
は
も
う
一
つ
の
鉄
道
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　
今
回
は
、
懐
か
し
く
新
し
い
、

そ
ん
な
鉄
道
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
国
鉄
「
宮
原
線
（
み
や
の
は
る
せ
ん
）」
は
、

昭
和
12
年
（
１
９
３
７
年
）
か
ら
昭
和
59
年

（
１
９
８
４
年
）
ま
で
恵
良
駅
か
ら
熊
本
県
阿
蘇

郡
小
国
町
の
肥
後
小
国
駅
（
現
在
の
道
の
駅
小

国
）
ま
で
の
区
間
26
・
６
キ
ロ
を
結
ぶ
路
線
で
、

町
内
に
は
恵
良
か
ら
町
田
→
宝
泉
寺
→
麻
生
釣

に
駅
が
あ
り
、
観
光
や
通
学
等
の
足
と
し
て
一

日
に
６
度
、
町
内
を
往
復
し
て
い
ま
し
た
。

　

宮
原
線
の
歴
史
は
古
く
、
大
正
11
年

（
１
９
２
２
年
）
の
改
正
鉄
道
施
設
法
別
表
第

１
１
３
号
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
時

の
計
画
に
よ
れ
ば
、
佐
賀
県
か
ら
福
岡
県
、
熊

本
県
を
通
っ
て
豊
後
森
駅
を
終
点
と
す
る
遠
大

な
も
の
で
、
佐
賀
線
、
東
肥
鉄
道
（
い
ず
れ
も

廃
線
）
と
し
て
部
分
的
に
開
通
す
る
も
の
の
、

そ
の
構
想
の
実
現
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
年
）
に
恵
良
か
ら
宝

泉
寺
が
開
通
し
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
激

化
で
工
事
が
中
止
。
昭
和

１８
年
（
１
９
４
３

年
）
レ
ー
ル
が
金
属
供
出
に
充
て
ら
れ
る
な
ど

苦
難
が
続
き
ま
す
が
、
関
係
者
の
努
力
で
昭
和

23
年
（
１
９
４
８
年
）
に
営
業
再
開
。
昭
和
29

年
（
１
９
５
４
年
）
に
肥
後
小
国
ま
で
開
通
し

ま
し
た
。

　
宮
原
線
に
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
残
っ
て

お
り
、
こ
こ
で
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

・
宮
原
線
の
町
田
駅
が
あ
る
た
め
、
神
奈
川
県

の
町
田
市
に
あ
る
町
田
駅
が
町
田
駅
を
名
乗
れ

な
か
っ
た
。

・
麻
生
釣
駅
は
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
ロ
ケ
地
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

・
戦
中
戦
後
の
物
資
不
足
も
あ
り
、
一
部
が
竹
筋

（
ち
く
き
ん
）、
つ
ま
り
鉄
筋
の
代
わ
り
に
竹
を

用
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
利
用
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
宮
原
線
で
す
が
、
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
年
）
の
国
鉄
再
建
法
の
施
行
を
受

け
、
第
一
次
特
定
地
方
交
通
線
と
し
て
昭
和

59
年
（
１
９
８
４
年
）
12
月
１
日
を
も
っ
て

全
線
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
宮
原
線
を
走
っ
た
車
両
は
、
１
両
が

鉄
道
博
物
館
に
、
も
う
一
両
が
宮
崎
市
の
公
園

で
余
生
を
過
ご
し
、
廃
線
の
日
に
走
っ
て
い
た

車
両
は
今
も
鹿
児
島
で
現
役
と
聞
き
ま
す
。

　

廃
線
跡
は
国
道

３
８
７
号
線
の
バ
イ

パ
ス
へ
と
変
わ
り
、

当
時
の
名
残
と
し
て

駅
跡
や
、
当
時
国
道

２
１
０
号
線
と
オ
ー

バ
ー
ク
ロ
ス
し
て
い

た
橋
梁
の
痕
跡
、
信

号
の
相
互
通
行
が
あ

る
串
野
ト
ン
ネ
ル
も

残
っ
て
い
る
な
ど
、
今

で
も
当
時
を
偲
ば
せ

て
い
ま
す
。

　第２回の講座では「部落差別の現実を知る～今も
残る 部落差別～」と題して、部落解放同盟九重支
部長の松山マツ子さんを講師に招きました。講座終
了後に書いていただいたアンケートで以下のような
記述がありました。（一部抜粋）
・大人が正しい知識を知らないと、子どもはうそ
だと知らずに言ってしまうから、こういった学びが
必要なのでは。
・松山さんのお子さんが PTA の時に勇気を出し

２０２３年度 第２回なるほど“ザ”人権講座

人権

No.324

て被差別部落出身者であること、みんなでそれを
学ぼうと宣言したというのを聞いて、すごいこと
だなと思った反面、胸が痛くなりました。
・“ 部落の出身だ ” ということを相手に伝えないと
いけない・・・って、悲しいなあ、と思っています。
“ 伝えよう ” とする人 “ 伝えられた人 ” のそれぞれ
の心がフラットになる日が来るように、学習を続
けていくべきだなあと思いました。
・相手の気持ちをどんな時でも考えられる人であり
たい、なりたいなあと考えています。
・作られた差別という言葉を聞いて納得した。
・なくならない部落差別はいまだにあるのは信じら
れないが、私が結婚するときにばあちゃんからダン
ナの出身を聞かれた事があったのを思い出した。
・自分が差別されて生きていくのは辛い。子どもが
同じように差別されるのはもっと辛いと思う。早く
なくなってほしい。
　紙面の都合上、詳細について掲載することができま
せんが、ご質問等がございましたら、社会教育課（７６
－３８２３）までお問い合わせ下さい。

（社会教育課）
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新刊・新着図書案内　～夏限定！怖～い本のコーナーも登場。ゾクッと涼しい読書をお楽しみください～
●児童図書・コミック
プリキュアオールスターズ さがして！プリキュア 東映アニメーション
頭がよくなる！はじめての寝るまえ１分おんどく 加藤俊徳
一年一組せんせいあのね 鹿島和夫
やさいぷかぷかくだものぷかぷか
　　　　　　　教育画劇のかみしばい 鈴木真美 作/絵
もこもこもこ 谷川俊太郎
よるのあいだに… ポリー・フェイバー
魔女だったかもしれないわたし エル・マクニコル
ふたりのえびす 髙森美由紀
スクラッチ 歌代朔
うまれてくるよ海のなか 高久至
●一般図書
世界で最後の花 絵のついた寓話
 ジェームズ・サーバー作 ／ 村上春樹 翻訳
師匠はつらいよ　藤井聡太のいる日常 杉本昌隆
兄弟姉妹の心理学 根本裕幸
人のために頑張りすぎて疲れた時に読む本 根本裕幸
眠りのさじ加減65歳からのやさしい睡眠法 三橋美穂
ふがいないきょうだいに困ってる 吉田潮
自律神経の名医が考案した
　　　　　　　ぜったい幸せになる話し方・伝え方 小林弘幸
努力なし！70歳から脳が成長するすごいライフスタイル 加藤俊徳
セーフティネットと集団 玄田有史
読むだけで心と体が元気になっちゃう漢方養生の本 ロン毛メガネ
焼け野の雉 梶よう子
ポンコツ一家 にしおかすみこ
永遠と横道世之介 （上・下） 吉田修一
栗山ノート2 栗山英樹

「なぜ？」からわかる
　　　地方自治のなるほど・たとえば・これ大事 塩浜克也
専門医が教える肝臓から脂肪を落とす7日間実践レシピ 尾形哲
絵手紙に添えたいことば 日本絵手紙協会
視力防衛生活 綾木雅彦
はじめてでも美しく仕上がる庭木・花木の剪定 川原田邦彦
はじめての絵手紙百科　実用No.1 小池邦夫
Seven Stories 井上荒野他
大分二百五十山超 大分のかくれた名山たち 第一集「喜瑞」 菅博行
極楽征夷大将軍（直木賞受賞） 垣根涼介
新・知らぬが半兵衛手控帖【十九】出戻り 藤井邦夫
木挽町のあだ討ち（直木賞受賞） 永井紗耶子
BT‘６３（上・下） 池井戸潤
ハンチバック（芥川賞受賞） 市川沙央
禅 宮下真
空海 宮下真
もりあがれ！タイダーン ヨシタケシンスケ対談集
あだ討ち（柳橋の桜2） 佐伯泰英
中川政七商店が18人の学生と挑んだ
　　　　　　　　「志」ある商店のはじめかた 中川淳
堤未果のショック・ドクトリン 堤未果
SNS別最新著作権入門 井上拓
サバの缶づめ、宇宙へいく 小坂康之
はじめてのテント山行　コツがわかる本 栗山祐哉
はじめての自然循環菜園 内田達也
ゼロからわかる
　　つみたてNISA＆iDeCo超活用術 2023最新版 宮原晴美
食材と栄養素の話 牧野直子
無印良品the Best 2023-24 その他多数

　ほんの森8月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

　 毎月第２土曜日はおはなし会の日です
▼７月８日の読み聞かせは、大雨の為中止となりました。
▼８月１２日の読み聞かせは、ぷちトマトの皆さんに担当していただきました。
▼次回予定　９月９日（土）１０時３０分～１１時　担当：チームそらまめくんの皆さん
▼暑い日々ですが、本や紙芝居、手あそびをしながら涼しい館内で親子時間を過ごしませんか？
　参加してくれたお友だちには、ささやかなプレゼントをご用意しています。
　たくさんのご参加、お待ちしています。

お知らせ

太宰 治 −没後75年−
今年は太宰治没後７５年の年です。
命を削りながら数々の作品を残してきた日本の文豪たち。
今も人々の心を動かし続ける彼らの名言を紹介します。

あなたにセレンディピティがありますように・・・

太宰 治
僕は今まで、説教されて、改心したことが、まだ一度もない
お説教している人を、偉いなあと思ったことも、まだ一度もない

司馬 遼太郎
人の諸々の愚の第一は、他人に完全を求めるということだ

夏目 漱石
ある人は十銭をもって一円の十分の一と解釈する
ある人は十銭をもって一銭の十倍と解釈する
同じ言葉が人によって高くも低くもなる

芥川 龍之介
・幸福とは、幸福を問題にしない時をいう

・道徳は常に古着である

谷崎 潤一郎
物と物のあいだにできる影にこそ、美がある

宮沢 賢治
誰が誰よりどうだとか、誰の仕事がどうしたとか、

そんなことを言っているひまがあるか？
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九重ふるさと九重ふるさと
大分セブンの森整備活動 参加者募集

　草原の美しい景観や動植物を保全するためには、春の「野焼き」が欠かせません。防火帯づくりは、
野焼きを安全に行い、延焼を防ぐ重要な整備活動です。九重町の草原を守る担い手として活動しま
せんか。お子様のご参加も大歓迎です。

　日　　程：2023 年 9 月 10 日 ( 日 ) 9:45 ～ 12:15
 ※ 9:30 に集合ください。
 ※雨天中止（前日 17 時の天気予報で判断し、ご連絡します）

　場　　所：九重ふるさと自然学校事務所（九重町田野 1726-408）

　内　　容：①防火帯の刈り草寄せ ＊レーキ、熊手使用

 ②枯木の伐採、片付け

　服　　装：長袖・長ズボン、運動靴または長靴

　持 ち 物：軍手、飲み物、タオル、帽子、虫よけ

　参 加 費：無料

　申込締切：9 月 3 日 ( 日 )

　申込方法：下記へお電話、または二次元バーコードを読み取り、必要事項を入力してください。

　お問合せ：九重ふるさと自然学校　TEL:0973-73-0001（担当：指原）

【大分セブンの森とは…】
　飯田高原野焼実行委員会、大分県、九重町、セブン -
イレブン記念財団の 4 者が協定を結び、飯田高原の
草原や森林の保全整備活動を実施しています。

整備活動後のお楽しみ企画　参加者限定イベント

「野焼き前のお手入れ～防火帯づくり『輪地切り』～」

「草原迷路づくり」
　ススキなどの草を刈って、道をつないで、みんなで迷路をつくろう！草原で咲く秋の草花や
昆虫とのふれあいもあるよ♪

　日　　時：2023 年 9 月 10 日 ( 日 )13:30 ～ 15:30
　場　　所：九重ふるさと自然学校
　定　　員：20 名 ( 最小催行人数 10 名 )
　参 加 費：無料
　申込方法：セブンの森整備活動とあわせてお申し込みください。

▲申込フォーム
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暮らしの情報　●

題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の

人
権
相
談
」
強
化
週
間

■
と　
き　

　
８
月
23
日
㈬
～
８
月
29
日
㈫

　
【
平
日
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
【
土
日
】
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
電
話
番
号
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
※
Ｉ
Ｐ
電
話
は
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐

３
３
６
８
（
法
務
局
人
権
擁
護
課
）

■
相
談
内
容　
学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」

や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
。
こ
ど
も
の

人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
全
般

■
お
問
い
合
わ
せ　
　
大
分
地
方
法
務
局

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８
）

■
そ
の
他　
大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平

日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
、
相
談
専
用
電
話
「
こ
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」（
０
１
２
０
‐

０
０
７
‐
１
１
０
）
に
よ
り
、
常
時

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
限
迫
る

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
に
は
、
令
和

５
年
２
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
最
大
２
万
円
分

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
う
た
め
に
は
、

「
健
康
保
険
証
利
用
申
込
」
と
「
公
金
受
取

口
座
の
登
録
」
と
対
象
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
申
込
後
に
選
択
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
・
チ
ャ
ー
ジ
が
必
要
で
す
。
申
請
期

限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
令
和
５
年
９
月
末

■
お
問
い
合
わ
せ

　
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
３
８
７
４
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と　
き　
９
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と　
き

　
９
月
７
日
㈭
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階　
３
０
２
会
議
室

■
内　
容　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類

の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　

③
相
続
問

せ
、差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

■
と　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
祝
日
、
12
月
29
日
～

１
月
３
日
除
く
）

■
そ
の
他　
匿
名
可
。
秘
密
厳
守

◆
本
事
業
は
（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労
働
省
の
生
活
相

談
充
実
事
業
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い労働

相
談
週
間

　
労
働
委
員
会
は
、
労
使
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
の
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、
賃

金
未
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
電
話
や
来
所
で
の
相
談
を
無
料
で

お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
期
間
以
外
で
も
平
日
（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
で
随
時
労
働
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
期　
間

　
10
月
１
日
㈰
～
10
月
７
日
㈯

■
受
付
時
間

　
【
平
日
】午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
　
　
　
来
所
の
受
付
は
午
後
７
時
ま
で

　
【
土
日
】午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
来
所
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

※
平
日
夜
間
・
土
日
の
来
所
の
場
合
の
出

入
り
口
は
県
庁
舎
本
館
東
側
通
用
口
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●　暮らしの情報

お
知
ら
せ

大
分
県
奨
学
会
高
等
学
校
等

予
約
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
４
月
に
高
等
学
校
及
び
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
へ
進
学

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に

予
約
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

　
令
和
５
年
７
月
上
旬
～
９
月
中
旬

■
貸
与
期
間　
令
和
６
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
標
準
修
業
年
限
の

終
わ
る
月
ま
で

■
貸
与
額　
月
額
が
選
択
で
き
ま
す

※
奨
学
金
は
卒
業
後
返
還
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他　

詳
し
く
は
中
学
校
の
先
生

ま
た
は
大
分
県
奨
学
会
（
☎
０
９
７
‐

５
０
６
‐
５
６
２
０
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す

　
障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め

障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
障
が
い
者
の
方
は
、管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と　
き　
９
月
26
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
８
６
０
９
）

令
和
５
年
度

大
分
県
介
護
入
門
者
研
修

　
介
護
の
基
礎
が
学
べ
る
入
門
者
研
修
を

開
催
し
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
、
誰
か
の

た
め
に
、
ま
ず
は
「
介
護
」
に
つ
い
て
知

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

■
対　
象　
介
護
未
経
験
者
で
介
護
資
格

を
持
た
な
い
人

■
と　
き　
10
月
４
日
㈬
・
13
日
㈮
・

　
18
日
㈬
・
25
日
㈬
（
全
４
日
間
）

　
１
日
約
６
時
間　

■
と
こ
ろ

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園　

■
内　
容　
介
護
保
険
制
度
や
介
護
の
基

本
が
学
べ
る
「
基
礎
講
座
」
と
入
浴
・

食
事
の
介
助
や
認
知
症
、
障
が
い
に
つ

い
て
学
べ
る
「
入
門
講
座
」
の
全
21
時

■
相
談
方
法

　
【
電
話
相
談
】

　
・
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０（
専
用
）

　
・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

　
・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

　
【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会
事

務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

※
来
所
相
談
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１
）

税
務
署
で
面
接
に
よ
る
相
談
を

ご
希
望
の
方（
事
前
予
約
の
ご
案
内
）

　
国
税
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
に
つ

い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
ッ
ク

ス
ア
ン
サ
ー
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
具
体
的
に
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
、
上
記
の
方
法
に

よ
る
解
決
が
困
難
な
場
合
に
は
、
所
轄
の
税

務
署
に
て
面
接
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
面
接
相
談
は
、
面
接
時
間
を
十
分

に
確
保
す
る
ほ
か
、
ご
持
参
い
た
だ
く
書
類

な
ど
を
お
伝
え
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
電
話
等
で
事
前
に
相
談
日
時
等
を
ご
予

約
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
８
月
以
降
、
相
談
時
間

の
確
保
及
び
窓
口
で
の
待
ち
時
間
を
減
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
的
な
相
談
に

つ
き
ま
し
て
も
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
及
び
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
質

問
は
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

　
※
自
動
音
声
案
内

　
「
１
」：
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　
「
２
」：
日
田
税
務
署

　
「
３
」：
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

間
（
受
講
料
は
無
料
で
す
）

■
定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
み　
申
込
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送

な
ど
で
提
出

※
申
込
用
紙
は
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研

修
セ
ン
タ
ー
（
大
分
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
）
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
期　
限　
９
月
29
日
㈮

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先　

　
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０
）

　
（
FAX
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
２
）

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集

（
高
校
新
卒
前
期
）

■
募
集
期
間　

　
９
月
11
日
㈪
～
10
月
４
日
㈬

■
対　
象　
令
和
６
年
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
方

■
定　
員　
20
人

■
内　
容　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習
得

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

※
経
済
的
理
由
に
よ
り
受
講
が
困
難
な
方

に
は
、
融
資
制
度
あ
り
。（
要
件
有
り
）
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暮らしの情報　●

試
験·
講
習
会

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と　
き

　
11
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

　
甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種

■
願
書
受
付
期
間

　
【
電
子
申
請
】

　
９
月
17
日
㈰
～
９
月
26
日
㈫
予
定

　
【
書
面
申
請
】

　
９
月
20
日
㈬
～
９
月
29
日
㈮
予
定

■
願
書
配
布　
８
月
28
日
よ
り
県
内
各
地

地
域
消
防
本
部
、
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
大
分
支
部
等
で
配
布

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

　

海
上
保
安
庁
の
幹
部
職
員
を
養
成
す

る
海
上
保
安
大
学
校
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

■
申
込
期
間　

　
８
月
24
日
㈭
～
９
月
４
日
㈪

■
試
験
日　
10
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰

　
※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
海
上
保
安
部
管
理
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
１
‐
０
１
１
２
）

受
講
料
無
料
！
11
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　

機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　

設
備
技
術
科
／
電
気
シ
ス
テ
ム
科

　
も
の
づ
く
り
溶
接
科

■
募
集
期
間　

　
８
月
21
日
㈪
～
10
月
５
日
㈭

■
訓
練
期
間　

　
11
月
１
日
㈬
～
令
和
６
年
４
月
26
日
㈮

※
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
も
の
づ
く
り
溶
接

科
は
令
和
６
年
５
月
31
日
㈮
修
了

■
そ
の
他　

　
９
月
５
日
㈫
・
19
日
㈫
に
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

普
通
救
命
講
習
開
催

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
適
切
な
応
急

手
当
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
す
。
あ
な
た

の
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
と　
き

　
９
月
10
日
㈰
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
玖
珠
消
防
署

■
募
集
人
員　
20
名
程
度
（
受
付
順
）

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
玖
珠
消
防
署
救
急
係

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
２
‐
２
１
４
１
）

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

職
員
採
用
試
験

■
採
用
職
種　

　
消
防
職
（
救
急
救
命
士
含
む
）

■
採
用
予
定
人
員　
２
名
以
内

■
採
用
年
月
日

　
令
和
６
年
４
月
１
日
（
予
定
）

■
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
方

で
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項
に
該
当
し
な
い
こ
と
な
ど
。

・
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
平
成

８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

■
第
１
次
試
験　
10
月
15
日
㈰

■
試
験
会
場　

　
日
田
市
役
所
７
階　
大
会
議
室

■
申
込
受
付
期
間　
９
月
１
日
㈮
～
９
月

14
日
㈭
※
土
日
を
除
く

■
そ
の
他　
採
用
試
験
案
内
・
試
験
申
込

書
は
日
田
消
防
署
、
玖
珠
消
防
署
、
九

重
町
役
場
等
で
８
月
18
日
か
ら
配
布

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
玖
珠
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
総
務
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
２
２
０
４
）

国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験

受
験
者
募
集

　
人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、
国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験
に
合
格
し
採

用
さ
れ
ま
す
と
、
全
員
が
税
務
大
学
校
に

お
い
て
、
３
か
月
間
職
員
と
し
て
必
要
な

専
門
知
識
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、
国
税

の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
受
験
申
込
受
付
期
間
は
、
令
和
５
年
８

月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
資
格
等
及
び
受
験
申
込
の
詳
細

は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
（
☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１
）

▲ＨＰ

▲ＨＰ

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

広報ここのえ　2023.8 月号広報ここのえ　2023.8 月号 2222



今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句

佳
作
　
二
十
三
席

佳
作
　
二
十
三
席

皮
を
剥
く
の
が
面
倒
で
す
が
、
焼
き
茄
子
を
冷
や
し
て
食
べ

る
の
は
夏
の
風
情
で
も
あ
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
母
の
歳
よ

り
三
つ
上
と
さ
ら
り
と
述
べ
て
い
ま
す
が
「
ま
だ
頑
張
る
よ
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
句
で
も
あ
り
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
出
て
く
る
か
ら
」
と
鍋
の
蕗
煮
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
し
て
い
っ
た
奥
様
。
な
ぜ
か
気
に
な
り
何
度
も
蓋
を
取
る

作
者
の
姿
が
映
像
化
。
こ
れ
ま
た
微
笑
ま
し
い
夏
の
風
情
。

白
扇
は
夏
の
季
語
。
下
五
の
三
拍
子
で
、
運
動
会
な
ど
で
の
応

援
団
を
想
像
。「
お
よ
び
」は
古
い
時
代
の
言
葉
で「
指
」の
語
源
。

歳
時
記
を
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
作
者
の
熱
意
を
感
じ
ま
す
。

　

大
山
蓮
華
は
奈
良
県
の
大

山
に
群
生
地
が
あ
り
、
大
山

に
ハ
ス
の
花
を
咲
か
せ
る
と

い
う
の
が
名
の
由
来
。

　

上
五
の
「
約
束
の
空
」
は
何

を
意
味
す
る
の
か
、
読
者
の

想
像
は
無
限
に
広
が
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
大
山
蓮
華
の

花
言
葉
は
「
変
わ
ら
ぬ
愛
」

　

俳
句
な
ら
で
は
の
美
し
い

無
言
の
叙
情
詩
で
す
。

焼
き
茄
子
や
亡
母
よ
り
歳
が
三
つ
上

賑
わ
い
の
三
日
で
過
ぎ
て
盆
の
月	

則
子

生
き
死
に
も
定
め
と
知
る
や
露
涼
し	

豊
國

夏
帽
子
押
さ
え
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ	

律
子

新
涼
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
誠
実
さ	

香
澄

八
幡
宮
続
く
四
片
の
道
案
内	

桐
友

雨
蛙
泳
ぎ
を
競
う
二
匹
か
な	

ム
ツ
子

何
気
な
き
友
の
気
配
り
青
山
椒	

	

八
千
子

陽
に
睨
ま
れ
我
慢
の
ゴ
ー
ヤ
首
を
振
る	

勝
子

夏
帽
子
姉
ち
ゃ
ん
何
時
か
帰
る
か
な	

好
美

主あ
る
じ

逝
き
残
る
ギ
タ
ー
や
走
り
梅
雨	

次
江

は
に
か
み
て
祖
母
の
浴
衣
の
金
魚
釣
り	

直
人

誰た

が
何
と
言
お
う
と
好
き
よ
ふ
か
し
芋	

き
く
み

Ｑ
①
「
読
者
俳
句
は
、
よ
く
見
ま
す
。
面
白
い
で
す
。
時
々
作
っ
て
い
ま
す
が
、
俳
句
は
全
く
の
素
人
で
も

読
者
俳
句
に
投
稿
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

Ａ
① 

読
者
俳
句
は
、
誰
で
も
投
稿
大
歓
迎
で
す
。
読
者
俳
句
の
投
句
か
ら
俳
句
を
始
め
た
方
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
思
っ
た
こ
と
を
五
七
五
に
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
希
望
す
れ
ば
選
者
が
添
削
も
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
② 「
歳
時
記
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
入
が
で
き
な
い
の
で
、
教
え
て
く
だ
さ
い
」

Ａ
② 

歳
時
記
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
に
揃
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
借
り
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

希
望
が
あ
れ
ば
、
読
者
俳
句
の
投
稿
の
ハ
ガ
キ
に
「
歳
時
記
希
望
」
と
「
連
絡
先
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
選
者
が
お
世
話
し
ま
す
。

二
〇
一
九
年
四
月
号
以
来
お
休
み
し
て
ま
し
た

「
Ｑ
＆
Ａ
］
再
開
し
ま
す
。

俳
句
の
こ
と
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
ご
意
見
ご
質
問

お
寄
せ
く
だ
さ
い

蕗
を
煮
て
蓋
ば
か
り
と
る
妻
は
留
守

白
扇
や
お
よ
び
の
リ
ズ
ム
三
拍
子

約
束
の
空
へ
大
山
蓮
華
咲
く　
　

幸
谷　

恵
子

野
木	

チ
ズ
子

泉

渓

内
田	

ト
シ
子

大
お お や ま れ ん げ

山蓮華

（
句
評
） 

俳
句
は
切
り
口
に
感
性
が
あ
れ
ば
五
感
に
響
く
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
約
束
の
空
」
は
視
覚
、「
焼
き
茄
子
」「
蕗
煮
」
は
嗅
覚
、「
白
扇
」
は
聴
覚
も

感
じ
ま
す
。
五
感
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
視
力
だ
け
で
な
く
見
え
ぬ
も
の

も
心
で
受
け
止
め
る
感
性
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

（
選
者
）

 

九
月
号
の
締
切
で
す
。
八
月
二
十
五
日
（
ポ
ス
ト
イ
ン
）
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

読
者
俳
句
に
関
す
る
ご
意
見
ご
要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　
　
（
編
集
担
当
）

時 記歳

読 者 俳 句

わ
ら
べ
歌
う
た
い
つ
が
れ
し
夕
涼
み	

ヨ
ウ
子

月
参
り
坂
を
登
れ
ば
風
青
し	

文
子

滝
し
ぶ
き
心
に
浴
び
て
花
う
ば
ら	

末
子

柿
若
葉
光
の
先
に
幸
あ
る
や	

重
吉

蔓
ば
か
り
伸
び
て
ど
こ
ま
で
ゆ
く
西
瓜	

左
世
美

盆
支
度
感
謝
し
て
ま
す
伯
父
さ
ん
に	

良
子

蛍
舞
う
里
は
子
ど
も
の
絶
え
し
か
な	

干
城

向
日
葵
を
日
傘
に
か
え
て
ペ
ン
キ
塗
り	

春
蘭

来
た
道
を
老
馬
忘
れ
じ
夏
の
山	

一
主

草
深
し
今
日
で
幾
日
草
を
刈
る	

恒
己

団う
ち
わ
か
ぜ

扇
風
孫
の
背
中
は
夢
の
中	

ヤ
ス
コ

お
知
ら
せ

Ｑ

＆  

Ａ

俳
句
な
ん

　
で
も
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

８
月

号
令
和
５
年
８
月
17日

発
行（
通
巻
807号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
	0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ
8
月
・
9
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
8 月 20 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 72-0330  8 月 20 日 アップ ル 歯 科 医 院 日田市 0973-24-7710

27 日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167 27 日 石 松 朗 歯 科 医 院 日田市 0973-24-3718
9 月 3 日 高 田 病 院 春日町 72-2135  9 月 3 日 是 永 歯 科 医 院 玖珠町 72-1020

10 日 矢 原 医 院 野 上 77-6121  10 日 またけ歯科クリニック 日田市 0973-28-7688
17 日 荒 木 医 院 森 72-2466  17 日 中 村 歯 科 医 院 日田市 0973-23-2228
18 日 北 山 田 クリニック 北山田 73-2030  18 日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 72-0214
23 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143  23 日 は た の 歯 科 医 院 日田市 0973-22-7736
24 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127 24 日 井上歯科医院 ( 日田） 日田市 0973-22-3305

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　コロナ発熱受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　町の木／くぬぎ　　花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

人 の 動 き
７月 1 日～７月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,588 人 （ - 5 ）
男 4,143 人 （ + 1 ）
女 4,445 人 （ - 6 ）

世帯 3,893 （ + 6 ）
（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

押
お し か わ

川 怜
れ い か

加 女 広
ひ ろ む

夢 野上住宅
佐
さ と う

藤 歓
か ん す け

祐 男 壽
と し ゆ き

幸 野 矢
飯
い い だ

田 　 葵
あおい

女 孝
こ う じ

司 物 見 塚

おめでと
うございます

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

110 交通安全 2023.７月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 3 2 20 22
野 上 33 33
飯 田 1 2 3 91 94
南山田 10 6 48 54

計 1 15 11 192 203

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

今
い ま な が

永 朝
あ さ こ

子 ８４ 北 恵 良 二
小
お の

野 ア
あ い こ

イ 子 ９６ 尾 本
迫
さこ

 和
か ず こ

子 ８５ 書 曲 一
佐
さ と う

藤 ヱ
え の え

ノ ヱ ８９ 相 狭 間
佐
さ と う

藤 文
ふ み お

雄 ８９ 川 上 二
清
し み ず

水 栄
え い じ

治 ６５ 北 方 下
髙
た か は し

橋 貞
て い い ち

一 ７３ 川 上 二
時
ときまつ

松 サ
さ つ き

ツ キ ９１ 北 方 下
長
な が の

野 敏
と し え

江 ９０ 川 上 二
松
まつおか

岡 千
ち よ か

代 香 ９４ 桐 木 四
三

み き
木 禮

れ い こ
子 ９２ 無 田 中

矢
や の

野 モ
も み え

ミ ヱ ９２ 富 迫 上

８月生まれ

井
いのうえ
上　律

りつ
	さん

（保護者：井
いのうえ
上	拓

たく や
也）

２歳惠
えとう
藤	理

りつ き
月	さん

（保護者：惠
えとう
藤	允

のぶ と
斗）

３歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問	情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

９月がお誕生日のお子さん
８月２８日（月）

１０月がお誕生日のお子さん
：９月２５日（月）

応募締切

住宅・土地統計調査への
ご協力お願いします！
　総務省統計局では、10月1日現在
で住宅・土地統計調査を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基
本的で重要な調査であり、全国約340
万世帯を対象とした大規模な調査です。
　調査をお願いする世帯には、9月下
旬から調査員が調査書類の配布に伺い
ますので、インターネット回答のほか、
紙の調査票を郵送または調査員に提出
する方法によりご回答をお願いします。

【お問い合わせ】
情報デジタル推進課
℡ 0973-76-３８７４
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